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１．研究の背景・目的  

CO2 の吸収源となる育成林を適切に維持していく

ためには，植林・育成・伐採のサイクルを持続可能

なものとして，林業を産業として成立させる必要が

ある．伐採された木材の需要を創出する新しい材料

に CLT（Cross Laminated Timber）がある．CLT の利

用促進に向けて，建築分野だけでなく土木分野にお

いても積極的な活用が求められている． 

しかし，国内では CLT を土木分野に利用した事例

が少ない．このことが，自治体等が公共工事におい

て CLT を導入しづらい原因の一つになっていると考

えられる．そこで、本研究では，北米・欧州を中心

として，CLT の土木分野への利用事例を収集し、そ

の情報を発信することで，日本国内における土木分

野への CLT の利用拡大を支援することを目的とする． 

 

２．調査方法および結果 

（1）調査方法 

北米・欧州を中心に，海外での CLT の土木利用事

例について，インターネット（Google）上での文献

の情報収集を行った．CLT Bridge や CLT mat など，

土木利用用途と CLT をキーワードとし調査を行った． 

（2）調査結果 

a）敷板（マット） 

北米では，仮設道路用に敷板（マット）として CLT

を利用する事例が見られた．例えば，公道の無い工

事現場まで簡易かつ低コストで耐力性のあるCLTを

敷設した道路の仮設である．従来の仮設道路用敷鉄

板と比較して半分の重量であるため，一回の輸送で 2

倍程度の敷設面積のマットを運ぶことができ，施工

コストの削減と配送効率の向上が期待されている．

敷板に CLT を使用した仮設道路の事例を図-1 に示す． 

 
図-1 CLT を用いた仮設道路 1） 

 

b）橋 

欧米では，CLT を用いた橋の事例が数多く見られ

た．従来の鉄骨造の橋と比較して，CLT 造の橋は短

期間で設置することができる利点がある．図-2 の左

にオーストリアにおける CLT をデッキに用いた橋の

例を示す．車両の通行が可能で，長さは約 50m あり，

4 か月弱で設置が終わっている．また，CLT の敷板

利用に類似した使用方法として，工事現場などで一

時的に使用する仮設横断橋に使用する事例が見られ

た．CLT を仮設横断橋として使用している事例を図

-2 の右に示す． 

  

図-2 CLT を用いた橋 1），2） 

 

c）柵 

ニュージーランドでは，CLT を用いた柵が商品化

されていた．CLT を使用することで，安定感を保つ

ことができ，かつ防風及び防音効果を有するため，

道路や保育所などでノイズを低減することができる．

CLT を⽤いた柵の事例を図-3 に示す． 
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図-3 CLT を用いた柵 3） 

d）その他 

その他，土木利用ではないが参考となる CLT 利用

事例として，塔，階段，マーケットストール（日よ

け），エレベーターシャフト（昇降路），駅などに CLT

が使用されている事例が見られた．CLT を用いた駅

の事例を図-4 に示す．周辺環境との調和や歴史的構

造物の保全を目的にしている事例や，コンクリート

と比較して工期が短くなることをメリットとして挙

げている事例が多かった． 

 
図-4 CLT を用いた駅 4） 

３．結論および今後の課題 

本研究では，国内での土木分野での CLT の利用拡

大に向けた知見を得るべく，北米・欧州を中心とし

て，CLT を土木分野に利用している事例を収集した． 

国・地域ごとの CLT 利用状況 5），6），7），8），9），10）を

表-1 に整理する．総じて，CLT の土木利用は世界的

に例が少ないが，敷板，橋，柵などに CLT を利用す

る事例があり，さらに用途に応じて規格化・商品化

している事例も見られた． 

海外の事例でも指摘されているように，鉄やコン

クリートなどの他の材料と比較した際の木材の長所

として，周辺環境との親和性や，軽量であることに

よる施工・運搬の容易性，材料として仕上がってい

ることから施工後直ぐに実使用に耐えられることな

どが挙げられる．一方で材質の均一性や耐久性とい

った面が問題視されることが多い．CLT を利用する

技術の開発によって，それらの弱点を補うことで利

用拡大につながることが期待される．今後，日本国

内でも，CLT の土木利用の促進に向けた技術開発が

進められることが求められる． 

表-1 国・地域ごとの CLT 利用状況 

イギリス

CLTを用いた建築が多くみられる。建築以外だと彫
刻やオブジェなどのアート作品にもCLTを用いるこ
とがあるが、建築利用と比較すると土木利用は少な
い。

欧州
CLTを取り扱っている会社が多く存在する。各企業
のCLT利用のプロジェクトの多くが建築利用となっ
ており、土木利用は橋などに限られる。

オセアニア
CLT製造メーカーが実施するCLT利用のプロジェクト
の多くが建築利用となっており、土木利用は柵/塀
のみと少ない。

北米

CLTの利用は多くみられたが、その多くが建築利用
で、土木利用は敷板や橋などに限られた。CLT利用
に関するハンドブックに掲載された、CLT利用のプ
ロジェクトの多くが建築利用であった。  
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